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	論文名
	チウラムの分解性の検討

	投稿誌名
	全国環境研会誌　第32巻第2号（2007）

	著者名
	松井　利夫（環境部）

	内容
	農薬の一種であるチウラム（もしくはチラム）は、チオカルバメート系の殺虫剤で、種子の消毒などに用いられていますが、ヒトに対しては、皮膚や神経障害の恐れがあります。そこで、この農薬による河川などへの汚染状況を監視するため、水質基準が定められています。一方、この農薬は殆ど溶けず、水道水には存在しないと云われ、また、環境中での寿命は短いと云われていますが、果たして、このような知見（常識）が本当かどうかを確かめました。その結果、この農薬は、アルカリ性の状態や紫外線により容易に分解されるが、蒸留水中や有機溶剤下ではかなり安定であることが分かりました。また、「環境水中でチウラムが分解された」との報告に対しては、原因として、河川水中の酸化性物質やアルカリ性物質の存在が示唆され、これらがチウラムの分解に奇与したのではないかと考えられます。


